
「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
五
十
四
回
）
」 

市
場
が
あ
っ
た
頃
の
こ
と 
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中
世
末
の
材
木
市 
市
場
が
成
立
し
た
時
代
よ
り
ず
っ
と
下
が
り
ま
す
が
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
八
月
、

松
本
城
主
小
笠
原
貞
慶

さ
だ
よ
し

が
二
木
豊
後

ぶ
ん
ご
の

守か
み

に
与
え
た
書
状
に
「
に
し
ま
き
（
西
牧
）
り
や
う
ふ
ん

り

ょ

う

ぶ

ん

（
領
分
）
河
に
し

の
し
ろ
き
「
河
西
の
白
木
」
材
木
・
薪
、
二
木
之の

市
に
て
商
売
す
へべ

き
事
」
が
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
「
二
木
の
市
」
は
、
一
日
市
場
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
『
三
郷
村
誌
Ⅱ
』
編
纂
中
の
研

究
で
、
七
日
市
場
と
考
え
る
の
が
適
当
と
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
な
お
、
「
白
木
」
と
は
、
「
黒
木
」
と
い
う
「
皮

の
つ
い
た
ま
ま
の
丸
太
」
に
対
し
て
、
「
皮
を
は
い
だ
木
地
の
ま
ま
の
木
材
」
と
い
わ
れ
ま
す
。 

地
字
ド
バ
シ
タ 

稲
核
・
奈
川
・
大
野
川
な
ど
か
ら
の
材
木
を
運
ぶ
に
は
、
川
下
げ
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
七
日
市
場
の
東
端
の
上
真
々
部
の
字
は
、
隣
接
す
る
豊
科
真
々
部
（
豊
科
地
籍
）
）
に
も
み
ら
れ
、
梓
川
の
河

原
で
あ
り
、
導
水
路
な
ど
設
置
に
好
い
所
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

七
日
市
場
に
近
い
上
真
々
部
地
区
の
南
部
巾
下

は
ば
し
た

に
は
、
材
木
を
揚
げ
る
所
を
示
す
地
字
「
ド
バ
シ
タ
」
（
土
場

下
・
渡
場
下
）
が
あ
り
ま
す
。
近
辺
に
、
川
下
げ
諸
木
を
陸
揚
げ
し
、
貯
木
施
設
が
あ
っ
た
証
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
豊
後
が
書
状
を
得
た
天
正
十
一
年
以
降
は
、
こ
の
河
原
地 

は
「
二
木
の
材
木
市
」
と
し
て
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

な
お
、
関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
河
川
に
は
、
こ
こ
を
流
れ
た
梓
川
の
分
流
旧
中
曽
根
川
、
岩
岡
に
て
梓
川
よ
り

取
水
し
た
真
鳥
羽
堰
が
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
で
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
氏
の
後
の
石
川
氏
の
時
代
に
は
、
榑く

れ

木き

川
に
よ
る
堀
米
（
松
本
市
島
立
）
の
渡
場
へ
の
転
換
に

よ
り
「
二
木
の
材
木
市
」
は
消
え
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

「
ド
バ
シ
タ
」
の
あ
る
巾
下
は
、
江
戸
時
代
に
梓
川
の
洪
水
が
何
回
も
あ
り
、
下
流
の
五
箇
村
は
水
神
様
を
祀
り

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

 

上真々部巾下の水神様遠景 

 

 

上真々部巾下の水神様遠景 

 

 

 

 


